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概要（目的・用途・実施
内容）

Abstract (Aim, Use
Applications and

Contents)

金がスパッタされた表面プラズモン共鳴用のセンサーチップを作成し、その上に糖
鎖を側鎖に提示した高分子（糖鎖高分子）を修飾することでタンパク質などの生体
分子を検出するバイオセンサーの開発を行っている。本研究では環境状態をあらわ
す指標となるような未知のタンパク質の検出に向けた糖鎖高分子修飾バイオセンサー
およびバイオセンシング表面の開発が目的である。設備利用においては、開発を目
指すバイオセンサーに用いるセンサーチップ作成のためにRF-DCスパッタ成膜装置
により、ガラスチップ上に金スポットをスパッタした。

実験
Experimental

疎水処理が施された一辺1.8cmの正方形ガラスチップ表面に、直径0.8mmの円が
約1mm間隔で配列したマスクを被せ、クロム0.3 nmおよび金45 nmをスパッタし
た。

結果と考察
Results and Discussion

疎水処理されたガラスチップの表面に金の円形スポットがマスクと同様のパターン
でスパッタされたことが確認された。金のスポット上に糖鎖高分子水溶液を約0.5
μL滴下したところ、金の表面にのみ水滴が形成されたことが確認された。すなわ
ち、ガラスチップにあらかじめコーティングした疎水膜を保ったまま金がスパッタ
されたことが示唆された。また、金の剥離も見られておらず、クロムを下地にスパッ
タしたことで金がガラスチップ表面に強く吸着したことが示唆された。
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図1 スパッタ後のセンサー用ガラスチップ画像（17スポットのパターン）
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図2 スパッタ後のセンサー用ガラスチップ画像（28スポットのパターン）
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